
別紙様式第１－５号

Ⅰ　経営体ごとの成果目標の未達成理由等

Ⅱ　地区の成果目標ごとの未達成理由等

Ⅲ　地域への影響等と構造政策を進めるための今後の取組方向
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４　未達成者への対応等について
　　JA、普及センター等関係機関と連携して、未達成者に対し商品販売先の情報提供や営農・加工技術指導をすすめていく。

〔記入要領〕

　Ⅰの「目標未達成となった主な理由等」欄については、経営体の成果目標の項目ごとに主な理由を記入する。
　また、「目標達成に向けた改善措置及び目標達成見込時期等」欄については、これまでの達成状況等の推移を踏まえ、具
体的な改善措置の内容、目標達成の見込みとその時期について記入する。

　Ⅱの「未達成理由の総括」欄については、地区の成果目標ごとに、未達成理由を総括的に整理する。
　また、「目標達成に向けた改善措置及び目標達成見込時期等」欄についても、地区の成果目標ごとに具体的な改善措置の
内容、目標達成の見込みとその時期について総括的に記入する。

　Ⅲについては、Ⅱで整理した地区の成果目標未達成理由等を考慮の上で、①地区内の担い手への農地利用集積状況や出し
手・受け手の現状等を踏まえた課題と今後の具体的な対応策、②地域が必要とする担い手と地域内での役割分担の状況等を
踏まえた課題と今後の具体的な対応策、③人・農地プランと現状との乖離状況等を踏まえた具体的な対応策等、④未達成者
への今後の対応その他の課題と対策について記入する。

３　人・農地プランの作成・見直し等について
　　今後とも関係機関を含めた地域での話し合いを促し、適切な人・農地プランの見直しに努める。

成果目標項目 未達成理由の総括
目標達成に向けた改善措置
及び目標達成見込時期等

農業の６次産業化

販売額は順調に伸びてきているが、加工品の販売先や消費
者へのＰＲ等が弱かったのではないかと思われる。

関係者と連携し、商品のＰＲ強化及びそれによる
販売先の拡大に取り組んでいく。
（目標達成見込：平成３０年度）

１　担い手への農地利用集積について
　　地区では近年醸造用ぶどう栽培やワイナリーを目指す新規就農者が増えているものの、普通畑等については担い手への利用集積引き続
き農業委員会等関係機関と連携して、担い手への農地利用集積に努める。

２　必要となる中心経営体の育成について
　　経営体育成支援事業等を活用し中心的担い手の支援をおこなっていくほか、新規就農者への支援事業等を活用し担い手への定着を
図っていく。
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農業の６次産業
化
（地区内生産１
００％）

販売額は順調に伸びてきているが、加工品の販売先や
消費者へのＰＲ等が弱かったのではないかと思われる。

関係者と連携し、商品のＰＲ強化
及びそれによる販売先の拡大に
取り組んでいく。
（目標達成見込：平成３０年度）

№ 対象経営体名 成果目標 目標未達成となった主な理由等
目標達成に向けた改善措置
及び目標達成見込時期等

余市町

目標未達成理由等の報告書

都道府県名 市町村名 地区名 事業実施年度 目標年度 事業実施主体

北海道 余市町 余市 平成２７年度 平成２９年度


